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風しんに関する追加的対策 骨子 

平成 30 年 12 月 13 日 

厚 生 労 働 省 

 

 現在の風しんの発生状況等を踏まえ、風しんの感染拡大防止のため速やかに

対応することが、国民生活の安心にとって極めて重要である。 

 このため、風しんの感染状況や抗体検査の実施状況、ワクチンの需給状況等を

踏まえながら、現在予防接種法に基づき１歳児及び小学校入学前の子に対し行

っている風しんの予防接種（「定期接種」）及び妊娠を希望する女性等に対する風

しん抗体検査の助成に加え、感染拡大防止のための追加的対策として、以下の取

組について、速やかに行う。 

 

１．実施の枠組 

 （１）抗体保有率の低い世代の男性に対する予防接種・抗体検査の実施 

   ・ （２）に定める対象者については、これまで予防接種法に基づく定期

接種を受ける機会がなく、抗体保有率が他の世代に比べて低い（約 80％）

ため、市町村が、予防接種法に基づき風しんの定期接種※を行う。  

※ 政令改正により措置 

   ・ ワクチンの効率的な活用等のため、抗体検査を前置する。市町村※は、

まず（２）に定める対象者に抗体検査を実施し、結果が陰性だった者に

対して、風しんの定期接種を行う。国は、補正予算の編成等により、地

方自治体が行う抗体検査事業に対する補助を拡充する。 

※ 今年度は都道府県等において抗体検査事業を行っており、それと連続的

に実施できるよう、調整を進める。 

 

 （２）追加的対策の対象者 

   ・ 1962 年（昭和 37 年）４月２日から 1979 年（昭和 54 年）４月１日ま

での間に生まれた男性（現在 39 歳から 56 歳の男性）とする。 

    ※ 追加的対策の対象者の範囲等については、事業の進捗等を踏まえ必要に応

じ見直しを検討 

 

 （３）実施方法 

地方自治体、医療関係者、事業者団体等と連携し、できる限り対象者の

利便性の向上を図る。 

   ・ 市町村が保険者となって運営する国民健康保険（「市町村国保」）の被
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保険者（自営業者等）等※に対しては、特定健康診査（「特定健診」）等
※の機会を活用し、風しんの抗体検査を実施 

    ※ 生活保護受給者に対しては、健康増進法に基づく健康診査の機会を活用 

   ・ 事業所に使用される者に対しては、事業所において定期に実施する健

康診断の機会を活用し、風しんの抗体検査を実施 

   ・ 抗体検査及び予防接種について、休日・夜間の実施など、医療機関で

受けやすくする体制を整備 

 

２．実施期間・目標 

 ・ １．の枠組について、2019 年（平成 31 年）から 2021 年度末までの約３

年間かけて、集中的に取り組む。 

 ・ 実施に当たっての目標は、以下の通りとする。 

  ① 2020年７月までに、１．（２）に定める対象者の世代の抗体保有率を85％

以上（我が国全体の抗体保有率は約 93％となる。） 

  ② 2021年度末までに、１．（２）に定める対象者の世代の抗体保有率を90％

以上（我が国全体の抗体保有率は約 94％となる。） 

 

３．円滑な実施に向けた措置等 

（１）実施のための環境整備 

   ・ 市町村の定期接種や抗体検査の実施に当たり、国は事務手続等に関す

る手引き（ガイドライン）を作成し、地方自治体、医療機関等に対して

丁寧に説明 

 ・ 国は、製造販売業者、卸売販売業者、検査会社等と連携し、ワクチン

の安定供給及び抗体検査の安定実施に努める  

・ 国は、地方自治体、事業者団体、保険者団体等と連携し、普及啓発を

徹底 

   

（２）今回の追加的対策の円滑な実施に向けた具体策について、引き続き検討

を進める。 

 


